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This paper reports the result of changes made to a schoo1 program， which was estab1ished in Apri1 
2008， in order to improve the efficiency of teacher participation whi1e maintaining 1eamer study habits 
and motivation. An initia1 Eng1ish 1anguage program was designed specifically for企eshmanstudents 
with the intention being any 1eamer wou1d eventually be ab1e to give a presentation in Eng1ish in 
his/her major. In order to achieve such a goa1 1eamers were provided with an abundance of suppcrt 
from instructors that wou1d assist them with their study ski11s and desire to 1eam Eng1ish. A 
questionnaire given to 1eamers from the first semester offered at the university revea1ed that 
approximate1y 80% of the students 1eamed new study habits， and over ha1f became more motivated to 
study. Unfortunate1y， as the department continues to grow， it appeared difficult to continue to provide 
the same amount of support. As a result， in the following year a change that inc1uded the introduction 
of student cards into every Eng1ish c1ass was imp1emented in order to promote more 1eamer autonomy 
with 1ess instructor dependency whi1e sti11 maintaining motivation. This was followed by a 
questionnaire regarding the use of the student cards in the c1ass and the students' reactions. Resu1ts 
indicated that changes in the program were generally received positive1y by the students and 1eamer 
motivation was sti11 maintained even though reliance on the teacher had 1essened. 
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1.はじめに

東海大学情報通信学部は， ["情報通信技術のみではなく，英語コミュニケーシヨン能力を身につ

け・・・英語で研究発表ができる人材を育成することを目標にJ(東海大学， 2008)， 2008年 4月，

高輪キャンパスに l学年定員320名で開学した。英語そのものを専門分野としない学部において，

英語教育を主要な柱のひとつとし，専門分野の教育の一部として高い目標を目指して教育するこ

とになり，他の学部にはない独自の指導体制を整えることが必要となった。さまざまな課題の中

で一番の難題は，各セメスターに週 3コマ(必修 2コマ，選択 lコマ)しか英語科目を開講でき

ない，という時間割上の制約であった。「し、かにして学生を本気で学習させ，学習効率を高めるか」

が鍵となった。

そこでヒントを得たのが，従来の大学英語教育ではまだ広くは実施されていない次の 2つの視

点で、あった。 (1)大学英語教育を 4年間の修学期間全体という視点で指導する(嶋林， 2005) 0 (2) 
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各担当教員が一人で達成できることには限りがある (Nunan，1987) が，授業を組織で運営し組

織として教育することで効果的に指導できる(藤本， 2007)。

この考え方を元に，少ない時間で効率的に学習させながら， 4年間を通して段階的に学習を積

み重ねさせ，卒業時までに「自分の研究内容の概要を平易な英語で説明できること」を目標とし，

専任・非常勤の全英語教員が密に連絡を取り合いながらチームで指導することを基本方針とした。

本稿では，情報通信学部初年度 (2008年度)と 2年目 (2009年度)の l年次生第 lセメスター

での実践を報告し，初年次教育としての英語教育について提言する。

2.2008年度の試み

4年後の卒業時の目標に向かつてのスタートとなる第 lセメスターを「学習の土台作り」と位

置づけ，以下の 2点を指導の中心とした。

(1)学習習慣をつけさせる

少ない授業時間で学習効果を上げるには，授業時間外に学習させる必要がある。しかし，東京

大学大学院政策研究センター (2007) の調査結果によると 6割余りの学生は授業時間以外には 1

日1時間以下しか学習していない。そこで，学習習慣をつけさせる方法として全教員で次のこと

を行二うことにした。

(a)宿題:毎回 30分"'-'1時間分の学習を宿題として与え，次の授業の始めに教員がそのチェック

を行う。宿題を忘れた学生がやらないまま放置しないように，遅れても必ず課題を提出させる。

(b) Webリスニング:80余りのリスニング教材をインターネット上に設置し，宿題用材料を豊富

に準備する。自宅からアクセス可能にすることによって宿題の遂行率を高める。

(c)ファイル整理:学習内容をきちんと整理させるために，すべての配布物をA4サイズに統一し，

A4フォルダにファイルさせ，学習の積み重ねを習慣付ける。教員によるフォルダチェックも行う。

(d)欠席学生のケア:欠席のために落ちこぼれることがないよう，欠席者には学習プリントを取

りに来させ，出席学生と同様に提出させる。連続欠席者が報告された場合は，専任教員が掲示板

にて呼び出す。

(2)学習意欲を持たせるための「わかるJ指導

学習意欲が高い者の方が，学習効率が高く(亀田・金子・村上・伊藤・深尾， 2006)，学習内容

が難しいと感じている学習者は学習意欲が低い(室井， 2006) とし、う結果報告があるように，効

率的に習得させるためには， Iわかる」指導で学習意欲を持たせることがポイントとなる。そこで，

以下のことを実施することにした。

(a)習熟度別小クラス編成:すべての学生にとって，難し過ぎず・易し過ぎない学習を与え，一人

ひとりをきちんと指導できる環境を整えるために，全学生を 8レベルに分割し， 1クラスを約 25

名編成とする。クラス分けは、学期始めの統一テストによって行うが、レベルが合わないと教員

が判断した場合は、学期半ばまでクラス変更を行う。教員は、学生の理解度を把握し、臨機応変

に授業内容・速度を調整することに注意を払う。

(b)授業用プリント:各教員は，毎授業ごとに教科書の題材を担当レベル用に加工してプリント

を作成する。学生に、学習した事をすべて紙に記録として残させ，学習の進み方を自覚させる。

(c)授業外サポート:各クラスの西日布物は全英語教員が自由に閲覧できる状態に保管する。また、

すべての英語授業(非常勤教員の授業も含む)に関する質問・相談を専任教員が常時受け付け、

欠席者には，学習の遅れを最小限に留めさせるために抜けた部分の指導を行う。
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3.2008年度第 1セメスターの結果

(1 )アンケート結果

第 lセメスター終了後に英語学習に関する無記名アンケートを実施した。その主な結果(有効

回答数 281) は次のとおりで、あった(アンケートの全結果は付録 lに記載)。

(a)宿題

英語の宿題を 190%以上ゃった (40%)Jと 170'"'"'89%ゃった (35%)Jは合わせて 75%で、あっ

た。そして英語の宿題が英語力の向上につながったと「大いに思う (15%)Jと「少し思う (55%)J 

を合わせると 70%で、あった。

(b)教材のファイル管理

プリントを英語専用の A4フォルダにファイルした学生は， 1全部ファイルした (72%)Jまた

は「時々した (11%)J の合計が 83%であった。ファイルした学生のうちの 78%が，ファイル整

理は「大変よかった (34%)J，1少しよかった (44%)Jと肯定的な回答をしており，その主な理

由として， 1復習しやすかった (48%)J 1頭の整理ができた (38%)J 1たくさん学習したことがわ

かり嬉しかった(l1%)J (複数回答)と答えた。

(c)学習時間

英語の学習時間が入学前と比べて， 1大いに増えた (8%)Jと「少し増えた (35%)Jの合計が

43%で、あった。これをレベル別に見ると，上位レベルでは「大いに増えた」と「少し増えたJの

合計が 27%であるのに対し，中位・下位では 45%'"'"'53%であった。

(d)レベル分け

自分が適切なレベルに入っていたと思うか，との質問に対し， 1大いに思う (31%)J と「少し

思う (38%)Jの合計は 69%で、あった。下位レベルの学生に関しては， 51%が「大いに思う」と

答えており，中位・上位の回答 (24'"'"'26%) の約 2倍であった。

(e)意欲

「入学前と比べて，英語のやる気に変化があったか」という問いに対し， 1大いに増えた (14%)J 

と「少し増えた (41%) Jで合計 55%であり， 1少し減った」または「大いに減った」と答えた学

生は，全体の 5%で、あった。また， 1このまま大学で英語の学習を続けていけば，卒業時には英語

力が向上していると思うか」という聞いには， 1大いに思う (17%)J と「少し思う (59%)Jを合

わせて 76%で、あった。

(2)全学統一試験結果

セメスター最終週に、東海大学全学部対象の統一リスニング試験を行った。受験学生 281名の

平均点は、 70点満点の 38.68点で、あった。

4.2008年度第 1セメスターの検証

(1 )効果

「宿題をきちんとやったJ1ファイルを整理したJと回答した学生の割合は共に 8割前後であり、

宿題については 7割の学生が「英語力向上のために役立つた」と評価している。またファイルを

することがよかった理由としては「復習がしやすかったJ1頭の整理ができた」が上位2位を占め、

ファイルが課外学習に利用されていたことがわかる。このことから、多くの学生に学習習慣をつ

けさせ，それが学習に役立つていることを自覚させることができたと思われる。

-66-



また，約 70%の学生がレベル分けの適切さを評価しており，難し過ぎず・易し過ぎない授業が

展開できたと推測できる。 55%の学生が「やる気が増えた」と感じている点は，私立大学の教員

の約 40%が学生の学習意欲がない問題に直面している現状(私立大学情報教育協会， 2007)と考え

合わせると，評価できる結果と言えるであろう。

さらに， Iこのまま大学で英語の学習を続けていけば，卒業時には英語力が向上していると思う」

という回答 (76%) からは，意欲を持って大学の英語学習に向かおうとする気持ちが伝わり，組

織での指導がよい方向へ向かっていることが感じられる。

(2)課題

ある程度の効果は感じられたものの、様々な課題も見えてきた。主要なものとして以下の4点

があげられる。

第 1に、専任教員がこの効果を得るためにかけた手間と時聞が膨大であった点である。 2008年

度は初年度であったため学生は l学年のみであったが，翌年度から毎年約 300人ずつの学生が増

えてし、く。今後プログラムを円滑に進めるために，学生達に「自主的に」学習を続けさせる方法

を計画することが必要と思われる。

第 2に、学生数が増えるにしたがって非常勤教員の数も増加することから、少ない専任教員で，

多くの非常勤教員と効率的に連携が取れる運営方法を開発しなければならない。

第 3に，入学後の英語学習時間の増加を感じた学生の割合が、全体で 5割弱、上位レベルに限

ると 3割弱にとどまったことである。さらに学習時間を増やす取り組みが必要である。

第 4に、組織としての指導を根幹においたものの、教員聞の指導法や評価のばらつきが一部に

みられたことである。教員にはそれぞれ個性があり、それを生かしつつ、より効果的かっ公平な

教育をするために，多角的な指導システムが必要と思われる。

5.2009年度の取り組み

2008年度第 lセメスターでの経験を踏まえ，第 2セメスターでは 2つの新しい試みを行った。

いずれも継続による効果が期待されたため， 2009年度新入生に対して本格的に導入した。

(1) 1クラス 2教員担当制

2008年度第 1セメスターでは，週 2回の必修クラスをひとりの教員が担当していたが、 2人の

教員で担当すること(べアティーチング)を試みた。その理由は，主に 2つある。

第 1に， 英語学習は，細かいことを気にせずとにかく発話し，コミュニケーション能力を高め

る，ということが重要だが，同時に文法や構文を整理して学習することも欠かせない。しかしこ

の 2種類の異なるアプローチをひとりの教員が運営するのは難しく、また、学生が混乱する恐れ

がある。そこで，教員 Aは，おおまかに内容を把握することや，間違いを恐れずに発言すること

に重点を置いて指導し，教員 Bは， じっくり構文を理解させ、正しく発信させる訓練をする，と

いう役割分担をすればよいのではないかと考えた。これにより， 2008年第 1セメスター終了後の

第 4の課題で、あった「多角的な指導の必要性」が，解決できると考えた。評価の偏りも、複数で

学生を評価することによって軽減されると考えられる。

第 2に、 Richards&Farrell(2005)が述べているように，チームティーティングは同僚との連帯感

を生み出し，プロフェッショナル・ディベロップメントも促進する。個々の教員が指導しやすい

だけでなく、組織での指導がしやすくなるわけである。チームティーテイングにより、 2008年第

lセメスター終了後の第 2の課題であった「教員間の効率的連携」が進められると考えた。

-67-



(2)スチューデントカード(付録 3，付録 4)の利用

「学生達に自主的に学習をさせるJr教員聞の連携を円滑に行う Jr学習時間を増やす」という

3つの課題を解消する一環として，スチューデントカードを導入した。スチューデントカードは，

和洋女子大学のリック・ロマンコ氏(RickRomanko)が自身のクラスで使用していたカードをヒン

トに，筆者たちが東海大学高輪キャンパスの学生のニーズ、に合わせ改良を加えたものである。 A5

サイズのカードで，学生ひとりにつき 1枚を作成する。表面は，写真欄と自己紹介欄になってお

り，裏面は出欠， Incomplete Homework欄， Teacher Comments欄となっている。

このカードの利用法は以下のとおりである。まず，学生は授業開始時に，教卓に並べられたカ

ードから自分のものを受け取り着席する。教員は手元に残ったカードを見れば欠席者が一瞬で把

握でき，点呼に要する時間を省くことができる。遅刻や欠席をするとカードにマークが記入され，

学生は自分の出欠状況を授業の度に確認できる。同様に，宿題未提出や遅れての提出の場合には

Incomplete Homework欄に記録が記入される。さらに TeacherComments欄は，授業中に積極的に

発言した学生や，努力が見られた学生へのボーナスポイントの記録や，教員からのコメントの記

入に使用される。小テストや課題の評価もこの欄に記入する。また，授業中に，携帯電話の使用

やおしゃべりなど，授業態度に問題が見られた場合には改善を促すコメントが記入され，記録と

して残る。授業終了時には教員はカードを回収し，次回そのクラスを担当するペアの教員に渡し

て申し送りを行う。

このカード利用のメリットは多岐にわたっているが、その中でも、次の 2点が 2008年度第 1セ

メスターの課題の解決策になると思われた。

第 1のメリットは、学生が出席状況や小テストの成績，平常点を常に自分で、チェックできる点

である。英語クラスでは，出席することと課題に積極的に取り組むことが、学習の重要なファク

ターであり、単位取得にも大きく関わってくる。カードを利用することにより、これらの情報を

教員のみが一方的に所持するのでなく、学生も常時自分の現状を把握できるため、学生の自覚を

促し、自主的学習による学習時間増加につながることが期待できる。

第 2に，教員聞の連携の効率化に役立つというメリットがある。大学では，それぞれの教員の

スケジュールが異なるため ペアティーチングの運営は難しい場合も多い。特に非常勤教員の割

合が高い場合はなおさらである。しかしこのカードがあれば，同じ学生を担当する 2人の教員が、

お互いに必要な情報が一目で把握でき，パートナーに各学生の学習状況を伝える作業も非常に効

率的に行うことができる。たった 1，2分の受け渡しの時間で，多くの情報を交換することができ

る。また，専任教員は，自分が担当していない学生の出席状況や学習態度などのチェックを行う

ことができる。初年次教育では，欠席率が高い学生に早く気づき適切なケアをすることが非常に

重要であるが、このカードの利用により，指導教員への連絡などの迅速な対応が可能になる。

また、付加的な効果として、 TeacherComments欄の活用により，教員・学生の聞にコミュニケ

ーションが生まれ学習効果が高まる、という長所がある。授業中の努力点(ボーナスポイント)

が与えられることにより 学生の授業への集中度が高まり，モティベーションアップにつながる

ことが期待でき，また反対に，授業態度の問題が見られる学生にも教員がコメントを書き込むた

め，学生の自覚を促すことができる。コメントがポジティブなものであれ，授業態度の改善を促

すものであれ，学生は，教員が常に自分を見てくれているのだとしづ意識を持つことができる。

Domyei(200 1)が述べているように，学生と相互の信頼感を確立した教員は，そうでない教員に比

べ，学習の場においても指導力が高まる。この信頼感を確立することは，初年次教育において非

-68-



常に重要であると思われる。

6.2009年度第 1セメスターの結果

(1)アンケート結果

2009年 6月(第 1セメスター第 10週)に，スチューデントカードに関する無記名アンケート

を学生に実施した(有効回答数 306)。主な結果は以下のとおりで、あった(アンケートの全結果は

付録2に記載)。

(a)出欠のチェック

スチューデントカードに出欠状況が記載されることについて， r意味がある (57%)Jまたは「少

し意味がある (22%)Jと回答した学生は合わせて 79%で、あった。

(b)宿題提出のチェック

スチューデントカードに宿題提出状況が記載されることについて， r意味がある (54%)Jまた

は「少し意味がある (23%)Jと回答した学生は、合計で 77%であった。

(c)コメントについて

スチューデントカードに教員がコメントを記入することについて， r意味がある (37%)Jまた

は「少し意味がある (18%)Jと回答した学生の合計は、 55%で、あった。

また，自由記述式で「コメントを書かれることについてどう思うか」の問いに対して， rやる気

が出る・がんばれる・達成感」など，意欲につながるという意見を 40名の学生から得た。また，

「伝わる・わかる」など教員とのコミュニケーションが取れる点を述べた学生が 10名いた。

その一方で， rコメントを書かれたことがなしリと回答した学生が 30名いた。

(d)宿題提出率・学習時間

学習習慣がついているかの確認のため，宿題提出率と学習時間にづいてた尋ねた。「宿題を 90%

以上ゃった」学生の割合は約 65% (2008年度は約 40%) であり， r70~~89%ゃった (22%)J 

と合わせると 87%であった (2008年度は 75%)。また，学習時間が入学前と比べて「増えた (22%)J 

と「少し増えた (35%)Jを合わせると 57%で、あった (2008年度は 43%)。

(2)全学統一試験結果

セメスタ}の最終週に、東海大学全学部対象の統一リスニング試験を行った。受験学生 327名

の平均点は、 70点満点の 39.21点であり、前年度比 0.53ポイント上昇した。

(3)成績評価

学期末の成績評価は、 2教員で話し合って行った。出講日が少ない非常勤教員との話し合いは、

Eメ一ルで

価を提出した。そのため、2却00侃8年度に見られたような担当教員による評価のばらつきは見られず、

S評価が非常に多いクラスや、統一試験未受験者の合否の違いなどは、見られなかった。

7.2009年度第 1セメスターの検証

(1)効果

スチューデントカードに出欠状況および宿題提出状況が記載されることについて， 8割近くの

学生が肯定的に答えている。これは，スチューデントカードにより各自で出欠管理と宿題提出管

理ができることを有意義だと感じていることを意味する。また、宿題提出率および学習時間につ

いては、 2008年度より増加しており、宿題提出状況が一目でわかるスチューデントカードで，学
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習の自己管理ができた学生が多くいた，と考えられる。この学習時間の増加と宿題提出率の増加

が，学期末の全学統一試験の平均点のわずかな上昇 (0.5点強)につながった，とも考えられる。

また， 2教員担当制を行ったことにより，セメスターを通して教員間で多くの話し合いが持た

れ，指導法の研究や、学生とのコミュニケーションのとり方などの情報交換が行われ，教育の質

の向上に役立つた。

(2)課題

アンケートの TeacherComments欄に関する設問への自由コメント欄で， ["がんばれるJ["やる気

が出るJ["ボーナスポイントが嬉ししリなどの肯定的なコメントが多く寄せられた一方， ["あまり

書かれたことがなしリ「もっとわかりやすく書いてほししリというコメントもあった。教員による

利用の差にばらつきがないよう、今後は TeacherComments欄のより効果的な活用法を全教員で話

し合う必要があるであろう。また、 2教員担当制の効果について、具体的な検証ができる材料を

得る必要性も感じられる。

8.まとめ

情報通信学部が目指す 4年後の高い目標に向けてのスタートである第 lセメスターで、英語を

効果的・継続的に学習させる方法を探りながら開学から 2学年の指導を行った。目標を「学習を

習慣づけること」と「学習意欲を持たせること」と定め、宿題提出と出席の徹底，適切なレベル

分けと学習の遅れの防止などに、組織で取り組むことを試みた。そのために、専任教員が行った

作業と費やした時間は膨大で、あったが、それなりの効果があったと思われた。

2年目に導入したスチューデントカードとペアティーチングにより、非常勤教員間でも積極的

に連携をとることができるようになり、専任教員が学生のケアにかける時間の短縮化もできた。

単位取得に大きく影響する「出席」と「宿題」を自主的に確認しようとする態度は、大学生とし

て持つべき重要な姿勢であり、また、それが学習習慣を定着させる効果があると考えられ、大学

生活の最初のセメスターに身につけさせることは大きな意味があると思われる。学習習慣が身に

付いた 2年生から l年生へよい影響が浸透しつつあることも感じられ、学部全体の学習意欲が上

がってきていることが感じられる。

今後は，この英語プログラムで初年次の英語指導を受けた学生が， 2年次生， 3年次生になって

どのような成長を見せるのか、追跡調査を行い，検証を行なっていきたい。
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付録 1 2008年度第 1セメスターアンケート結果 付録2 2009年度第 lセメスターアンケート結果
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付録3スチューデ、ントカード記入例(表)
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(個人情報保護の観点から、架空の学生カードを記載する)

-71-

(本文では小数点以下を四捨五入した数値を用いた)

付録4スチューデ、ントカード記入例(裏)
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